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【表紙】  

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成20年２月12日 

【会社名】 株式会社ディア・ライフ 

【英訳名】 DEAR LIFE CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  阿部 幸広 

【本店の所在の場所】 東京都千代田区九段南二丁目３番21号 

【電話番号】 （03）5210-3721（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役 管理ユニット長  岡本 昭三 

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区九段南二丁目３番21号 

【電話番号】 （03）5210-3721（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役 管理ユニット長  岡本 昭三 

【届出の対象とした募集（売出）有価証

券の種類】 
株式 

【届出の対象とした募集（売出）金額】 入札による募集 ―円

入札によらない募集 ―円

ブックビルディング方式による募集 191,250,000円

（引受人の買取引受による売出し） 

入札による売出し ―円

入札によらない売出し ―円

ブックビルディング方式による売出し 255,000,000円

（オーバーアロットメントによる売出し） 

入札による売出し ―円

入札によらない売出し ―円

ブックビルディング方式による売出し 76,500,000円

  

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】 

平成19年６月29日付をもって提出した当社普通株式191,250千円の募集（一般募集）及び331,500千

円の売出しに関する有価証券届出書（以下「有価証券届出書」といいます）の記載事項の一部に誤りが

ありましたので、これを訂正するため有価証券届出書の訂正届出書を提出するものであります。 

なお、有価証券届出書並びに平成19年７月17日及び７月25日に提出した有価証券届出書の訂正届出

書に係る当社株式の募集及び売出しについては、証券取引法第８条第３項の規定により平成19年７月26

日に効力が発生し、平成19年８月１日に既に払込みが完了しておりますが、金融商品取引法第25条第１

項及び第２項の規定により有価証券届出書がその提出日から５年間公衆の縦覧に供されるため、適切な

企業内容等の開示の観点から本有価証券届出書の訂正届出書を提出するものであります。 

 

２【訂正事項】 

第一部 証券情報 

 第４ その他の記載事項 

第二部 企業情報 

 第１ 企業の概況 

  １ 主要な経営指標等の推移 

 第５ 経理の状況 

  ２ 財務諸表等 

   (1) 財務諸表 

    注記事項 

     (持分法損益等) 

    注記事項 

     (持分法損益等) 

 

３【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

 

第一部【証券情報】 

第４ 【その他の記載事項】 

（2）表紙の次に「１．事業の概況」から「３．事業の内容」をカラー印刷したものを記載いたします。 

 ２．業績等の推移 

  主要な経営指標等の推移 

 

（訂正前） 

回次 第１期 第２期 第３期中間期 

決算年月 平成17年９月 平成18年９月 平成19年３月 

持分法を適用した 

場合の投資損失 
（千円） ― 15,307 42,376 
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（訂正後） 

回次 第１期 第２期 第３期中間期 

決算年月 平成17年９月 平成18年９月 平成19年３月 

持分法を適用した 

場合の投資損失 
（千円） ― 1,616 2,081 

 

第二部【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

 

（訂正前） 

回次 第１期 第２期 

決算年月 平成17年９月 平成18年９月

持分法を適用した 

場合の投資損失 
（千円） ― 15,307

 

 

 

 

（訂正後） 

回次 第１期 第２期 

決算年月 平成17年９月 平成18年９月

持分法を適用した 

場合の投資損失 
（千円） ― 1,616

 

第５ 【経理の状況】 

２ 【財務諸表等】 

（1）【財務諸表】 

  注記事項 

(持分法損益等) 

（訂正前） 

前事業年度 
(自 平成16年11月１日 
至 平成17年９月30日) 

当事業年度 
(自 平成17年10月１日 
至 平成18年９月30日) 

当社は、関連会社を有しておりませんので、該当事

項はありません。 

関連会社に対する投資の金額        4,500千円

持分法を適用した場合の投資の金額    △10,807千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額   15,307千円
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（訂正後） 

前事業年度 
(自 平成16年11月１日 
至 平成17年９月30日) 

当事業年度 
(自 平成17年10月１日 
至 平成18年９月30日) 

当社は、関連会社を有しておりませんので、該当事

項はありません。 

関連会社に対する投資の金額        4,500千円

持分法を適用した場合の投資の金額      1,026千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額    1,616千円

 

 

  注記事項 

(持分法損益等) 

（訂正前） 

第３期中間会計期間 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年３月31日) 

関連会社に対する投資の金額 

持分法を適用した場合の投資の金額 

持分法を適用した場合の投資損失の金額 

6,000千円 

△52,361千円 

42,376千円 

 

（訂正後） 

第３期中間会計期間 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年３月31日) 

関連会社に対する投資の金額 

持分法を適用した場合の投資の金額 

持分法を適用した場合の投資損失の金額 

6,000千円 

―千円 

2,081千円 

 




